
1213

インフルエンザ予防接種が始まります

インフルエンザ予防接種実施医療機関

岩首診療所
三國医院
諸富医院
市立両津病院

高千診療所
市立相川病院
佐和田病院
近藤内科胃腸科
鶴間医院
中山内科クリニック
本田クリニック
田尻内科医院
佐渡総合病院
たなか内科医院
大崎医院
松ヶ崎診療所
真木山医院
真野みずほ病院
田中内科小児科医院
榎医院
羽茂病院
赤泊診療所（内科）

28－2020
27－2489
23－2958
23－5111

77－2022
74－3121
57－3333
57－3515
57－2531
52－3939
52－0505
63－6500
63－6324
22－2056
66－2467
67－2002
55－3110
55－1122
86－2898
88－2105
88－3121
87－2033

豊岡550
両津湊343－4
両津夷90
浜田177－1

北川内1051
相川広間町7
八幡町332
東大通876
河原田本町254
河原田本町19
東大通1232－1
中興1115－1
千種113－1
下新穂83－2
畑野754
多田262－10
真野新町787－1
真野73
小木町2039
羽茂本郷556－1
羽茂本郷22
赤泊2206－3

要予約　10月上旬～実施
要予約　11月1日～実施
要予約　10月中旬～実施
要予約
●小児科　10月18日～実施　☎23-5111（13:30～14:00）
●内科　　11月 1日～実施　☎23-3434（9:00～11:00）
要予約　10月末～実施
予約不要　11月1日～実施
予約不要　11月1日～実施
要予約　10月末～実施
要予約　11月1日～実施
要予約　10月1日～実施
要予約　10月1日～実施
要予約　10月下旬～実施
要予約（9:00～17:00）　窓口：健康管理室　10月下旬～実施　
予約不要　12月初旬～実施
要予約　11月1日～実施
要予約　10月中旬～実施
要予約　10月中旬～実施
要予約　11月上旬（7日）～実施　毎週水曜  内科外来で実施
要予約　11月上旬～実施
要予約　10月下旬～実施
要予約　11月上旬～実施
要予約　10月中旬～実施

医療機関 電話番号 住　所 備　考

冬に流行するインフルエンザは、予防接種で重症化予防ができます。
予防接種実施期間　平成19年10月１日～平成20年3月31日（12月中旬までに接種することが望ましい）
※予防接種を受ける際は、医療機関へ事前に確認のうえご予約をお願いします。
　（中には予約不要のところもあります）

【高齢者のインフルエンザ予防接種】
公費負担制度（一部自己負担1,260円あり）で接種できます。
対象者 ①65歳以上の方
 ②60歳以上65歳未満の方で心臓や腎臓、呼吸器に重い障害のある方
 　（②は身体障害者手帳1級または医師の証明が必要です。主治医とご相談ください）
希望される方は 市役所保健医療課または各支所市民課に申請してください。
 10月1日（月）から受け付けます。
※個人のインフルエンザ予防のために行うもので義務ではありません。本人が希望する場合のみ接種を行います。
※本人の意思確認ができない場合は、原則として公費負担制度での接種はできません。
※生活保護を受けている方は、福祉担当課が発行する被保護者証明書を手続きの際にご持参ください。
　（自己負担は不要です）
◆お問い合わせ　市役所　保健医療課　☎63－3115　または　各支所市民課
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　８月18日（土）二宮神社（佐渡市二
宮）で恒例の薪能が開催されました。
茅葺き屋根の能舞台（佐渡市指定
文化財）にて地元グループの宝生流・
佐和田五雲会による仕舞、舞囃子、
能「枕慈童」、佐渡鷺流狂言研究会
による狂言「昆布売」が披露されまし
た。二宮神社薪能は、本年で５周年
を迎えることができました。今回の観
覧者は約300人を数え、おかげさまで
盛会とすることができました。

◆二宮神社薪能実行委員会

 埼玉県入間市との交流 ８月６日（月）小惑星「佐渡」命名者である入間市
児童センター佐藤直人専門員を講師として天体観測会を両津地区勤労青少
年ホームにおいて開催しました。４才から80才までの52名が佐渡全域から参
加し、講師のロマンあふれる話に、年齢を問わずに誰もが目を輝かせて聞き
入っていました。当日は曇り空の中での開催となりましたが、観測会がはじま
ると、幸運にも雲の切れ間から顔を覗かせる木星を観望することができまし
た。
　翌７日（火）には入間市の「黒須囃子保存
会」20名が両津七夕まつりに参加し、洗練さ
れた芸を披露しました。子ども山車パレード
出発前の公演では、猛暑の中での演者の熱演
ぶりに観客から盛大な拍手が贈られました。

 東京都国分寺市との交流 ７月24日（火）～
26日（木）に国分寺市と佐渡市の小・中学生31名がジュニアサマー野外活動
交流会に参加し、友好を深めました。恒例のマリンスポーツや地引網体験の
ほかに、今年は太鼓体験やサザエ取り体験も新たに加え、佐渡の自然や文化

を満喫しながら姉妹都市の友達との思い出
をつくりました。
※佐渡市は入間市・国分寺市との姉妹都市交流に取り
組んでいます。上記でご紹介した事業のほかにも、文
化、教育、スポーツ、産業等における様々な交流を
行っていますので、多くの皆様のご参加をお願いしま
す。

市役所　企画振興課（国際・離島振興係）
☎63‐4152

9月22日㈯
よさこいおけさ
2007

商店街が！グラウンドが！かつてない演出で魅了する佐渡最大のエンターテイメント

会場 河原田本町・諏訪町商店街、河原田小学校グラウンド
13:00～　佐渡ロックフェスティバル
17:00～　２００７本祭
20:00～　よさこいイリュージョン
※同時開催 佐渡国うまいもん市
 イベントゴミの減量大作戦

総合司会　デカメロン（佐渡お笑い島計画）
ゲスト ＹＡＭＡＴＯ（佐渡出身ミュージシャン）
 桜小町（佐渡発アイドル育成プロジェクト）
招待チーム　帯屋町筋（高知市）
　　　　　　（高知よさこい祭り５４回フル出場）

〒952-0318 
新潟県佐渡市真野新町488-8
佐渡観光協会中央支部内
よさこいおけさ実行委員会事務局
TEL.FAX 0259-55-3589 総合司会　デカメロン

佐渡の星空・まつり・自然で姉妹都市交流二宮神社薪能
おかげさまで
５周年を
迎えました

帯屋町筋 YAMATO

光とよさこいのコラボ
よさこいイリュージョン

桜小町
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︻
年
金
だ
よ
り
︼

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
る
に
は
？

︻
年
金
だ
よ
り
︼

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則

と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ

れ
た
期
間
お
よ
び
※
合
算
対
象
期
間
を
合

わ
せ
て
25
年
以
上
あ
る
人
が
、
65
歳
に
達

し
た
と
き
に
年
金
を
受
け
る
資
格
が
得
ら

れ
ま
す
。

※
合
算
対
象
期
間 

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
で
昭
和
36
年

４
月
〜
昭
和
61
年
３
月
ま
で
の
間
、
被

用
者
年
金
制
度
（
厚
生
年
金
・
共
済
組

合
等
）
の
加
入
者
の
配
偶
者
、
ま
た
平

成
３
年
３
月
ま
で
の
学
生
等
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
の
扱
い
と
な
っ
て
い
た

期
間
、
お
よ
び
海
外
に
移
住
し
て
い
た

期
間
等
を
指
し
ま
す
。

 

受
給
資
格
が
得
ら
れ
て
も
実
際
に
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、
「
裁
定
請
求
書
」

と
い
う
書
類
を
提
出
し
て
請
求
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◆
裁
定
請
求
書

　

社
会
保
険
庁
は
管
理
し
て
い
る
記
録
に

よ
り
、
受
給
資
格
の
あ
る
方
に
対
し
て
誕

生
日
の
３
か
月
前
に
氏
名
・
住
所
・
加
入

記
録
等
を
印
刷
し
た
裁
定
請
求
書
を
本
人

へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

（
個
人
記
録
の
記
載
が
な
い
裁
定
請
求
書

は
市
役
所
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

　

社
会
保
険
庁
か
ら
届
く
裁
定
請
求
書
に

印
刷
さ
れ
て
い
る
加
入
記
録
は
、
そ
の
時

点
に
お
い
て
社
会
保
険
庁
で
管
理
さ
れ
て

い
る
も
の
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
そ
の
記

録
に
抜
け
て
い
る
期
間
や
相
違
が
あ
る
と

思
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
請
求
書
を
提
出
し

て
し
ま
う
と
管
理
さ
れ
て
い
る
記
録
に
よ

り
年
金
額
が
決
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。　

　

抜
け
て
い
る
期
間
は
年
金
番
号
の
未
統

合
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
社
会

保
険
庁
か
ら
郵
送
さ
れ
る
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
、
も
し
く
は
ご
自
身
で
事
前
に
加

入
記
録
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
提
出
先

　

加
入
記
録
が
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
の
み
の
人
は
、
市
役
所
に
な
り
ま

す
。

　

過
去
に
第
２
号
被
保
険
者
期
間
（
厚
生

年
金
、
共
済
組
合
等
）
、
ま
た
第
３
号
被

保
険
者
期
間
（
第
２
号
の
扶
養
）
の
あ
る

人
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
記
載
に
関
し
て
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
各
提
出
先
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
支
給
額

　

平
成
19
年
度
年
間　

79
万
２
１
０
０
円

　

（
満
額
40
年
間
す
べ
て
納
付
の
場
合
）

　

記
録
に
未
納
や
免
除
の
期
間
、
ま
た
合

算
対
象
期
間
が
あ
る
人
は
、
そ
の
期
間
に

応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

○
受
給
資
格
を
満
た
せ
て
い
な
い
、

　
ま
た
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
場
合

　

60
歳
以
降
に
市
役
所
で
任
意
加
入
被
保

険
者
の
手
続
き
を
し
、
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
納
付
月
数
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
繰
上
げ
・
繰
下
げ
支
給

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
の
は
65

歳
の
誕
生
日
の
翌
月
か
ら
で
す
が
、
希
望

に
よ
り
60
歳
以
降
で
あ
れ
ば
繰
り
上
げ
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年

金
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
齢
に
よ
っ
て
年

金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
他
の
注
意
す
べ

き
点
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
逆
に
65
歳
以
降
70
歳
未
満
ま
で

繰
下
げ
て
、
増
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

10
月
の
定
例
社
会
保
険
事
務
相
談
所

年
金
相
談
な
ど
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

◆
ト
キ
の
む
ら
元
気
館

（
新
穂
瓜
生
屋
３
６
２
番
地
１
）

17
日
㈬　

　

受
付 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

18
日
㈭

　

受
付 

午
前
９
時
〜
11
時

◆
お
問
い
合
わ
せ

新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
５
│
２
２
５
│
３
０
０
１

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
│
６
５
７
８
３
０

　

☎
０
５
７
０
│
０
５
│
１
１
６
５

市
民
課 

国
保
年
金
係

　

☎
63
│
５
１
１
２

各
支
所
市
民
課 

国
民
年
金
担
当
係

　　　　　　　


